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「技術知」と「生態知」と「統合知」

陽 捷行農業環境技術研究所 理事長

世紀とはいったいどんな時代だったのでし20
ょうか。恐らく、科学技術の大発展に支えられた

成長の魔力に取り憑かれた世紀であったといえる

のではないでしょうか。この科学技術こそが持続

的な経済成長や豊かな生活に不可欠であるという

考え方が、今なお世界を鷲づかみにしています。

、「 」 。これは 技術知 がなす業であると考えます

。「 」そのことが文明の発達でもありました 技術知

は目的と手段を定めたうえで地球の資源を活用

し、水平方向に新しい技術を開発していく思考と

行動形態を有しています。

一方このような「技術知」に対して、われわれ

人類が長い時間を通して実際の生活の場から観察

し 獲得してきた知恵があります 私はこれを 生、 。 「

態知」と呼びます 「生態知」は文化の進展をも。

もたらしてきました 「生態知」は「技術知」の。

目的を高遠にするため、あるいは「技術知」の手

段を生活の場から深く掘り下げるため、思考や研

究が垂直方向に高揚したり、深化する形態を有し

ます。

「技術知」の発達とは、具体的には次のような

ものと考えます 「技術知」は無機化学や有機化。

学などの基礎科学の事実を応用し、窒素肥料や臭

化メチルなどを製造します。ついで、これらを農

地に散布し農産物の増産を図ります。さらに、こ

れを経済社会へと広げてゆくやり方のことです。

人間の行為の手段としての価値は、製造の速度と

収益の増大という点に設定されており、目的とす

る価値は生活を豊かにし、それに伴う便宜さにあ

ります。

これに対して 「生態知」の例に次のようなも、

のがあります。生態系での窒素は様々な酸化還元

作用をします。実際の畑などの現場では、有機物

中の窒素は微生物の作用によってアンモニアを生

成します。このアンモニアは、微生物による硝酸

化成作用で作物に吸収されやすい硝酸態窒素に変

化します。堆肥などの有機物の施用が作物の増収

に役立つという事実は、生態から得られた知とい

えます。

ここで得られた知は、さらなる「生態知」を生

みます。この硝酸化成作用で生成された亜酸化窒

素は大気に放出され、対流圏では温室効果ガスに

なり、成層圏ではオゾン層破壊ガスとして作用し

ます。また硝酸態窒素は、飲料に適さない水質を

もたらし、河川や湖沼に流れ込み、富栄養化をも

たらします。農業生産の増大を目的とした過剰窒

素の使用は、このような環境問題を世界のいたる

。 「 」 。所で起こしてきました これらも 生態知 です

この例にみられるように、 世紀で得られた20
「技術知」はさまざまな形態や部門で環境破壊を

おこし、そのことが今では地球規模の環境変動に

及んでいます。となると、環境を守るのに「技術

知」は不要ということになるのでしょうか。そう

ではありません 「技術知」も「生態知」も人間。

の英知が生み出した貴重な財産です。今、われわ

れが必要としているのは、これらの二つを融合す

る「統合知」ともいえる知を創出することなので

す。さらには、より多くの「生態知」を獲得し、

「 」 。これまでの 技術知 との融合を試みることです

肥効調節型肥料の開発は 「統合知」のひとつ、

の例といえるでしょう。この肥料の基本は 「生、

態知」で得られた硝酸化成作用を制御し、作物に

よる窒素の吸収利用率を最大にすることによっ

て、亜酸化窒素や硝酸態窒素の発生を最小限にで

きます。このことにより、生産は維持され環境は

保全されるという「統合知」が得られるのです。

今後、このような「統合知」を追求した研究が様

々な分野で必要なことは言うまでもありません。

われわれは、宇宙から地球を眺める俯瞰的視点

を 世紀に獲得しました。さらに環境と共生し20
なければ自然は逆襲するということも学びまし

。 、 「 」た 世紀は これらの教訓をもとに 生態知21
を深め 「統合知」の創出をめざす研究が必要な、

のです。
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